
ごあいさつ
近年は地球温暖化への懸念が世界的に高まっており、「脱炭素社会」への移

行など環境問題を意識した経済活動が強く求められています。自然の恵みに

満ちた琵琶湖のほとりに本拠を置く滋賀銀行は、従来から「環境金融」「エコ

オフィスづくり」「環境ボランティア」を3本柱とする「環境経営」に力を入れ

てきました。社会と経済、環境の視点から地球規模の持続可能性を追求する

SDGs（持続可能な開発目標）の理念とも親和性が高い取り組みです。

当行はこの環境経営をさらに進めるため、昨年10月、「地球環境の保全・

再生に資するビジネスモデルの確立」など5項目を掲げた「サステナビリティ

方針」を新たに制定しました。また、「気候危機への対応」や「生物多様性保全」

の取り組みをこれまで以上に考慮して「環境方針」も同時に改定し、当行グ

ループの基本方針としています。

さらに、この想いを地域の皆さまと共有し、持続可能な地域社会を共創す

るために今年３月、滋賀県と連携してCO2の排出削減に特化した融資プラン

を始めました。県が推進する「“しがCO2ネットゼロ”ムーブメント」に賛同し、

野心的なCO2削減目標を掲げる企業を支援する仕組みです。第7次中期経営

計画に掲げた目指す姿「Sustainability Design Company」が示すように、地

域の持続可能な未来をデザインし、地域の皆さまとともに「脱炭素社会」への

歩みを進めてまいります。

本「CSRリポート2021」では、地域の皆さまと持続可能な社会を創る取り

組みを紹介しています。是非ご高覧賜りますとともに、当行の取り組みにつ

いて一層のご理解とご支援をお願い申し上げます。

地域経済の創造
Sustainable Development

推進投融資
新規投融資額累計1兆円

多様な人材の育成
SDGs・金融リテラシーの

普及・向上活動、次世代人材の
育成活動 実施人数のべ3万人地球環境の持続性

温室効果ガス排出量
75％以上削減（2013年度比較）

2050年までに
“しがCO2ネットゼロ”※を達成
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※�滋賀県における二酸化炭素の排出量を実質ゼロにする
取り組み。滋賀県が中心となり、県民、事業者等多様
な主体と連携して取り組みを推進しています。

サステナビリティビジョン
（長期ビジョン）

自分らしく未来を描き、
誰もが幸せに暮らせる社会
～地域との共創による持続可能な社会の実現～

目指すべき地域社会の姿

経済・環境・
人をつなぐ（統合的発展）

2030年のマイルストーン（ターゲット2030）
３つの挑戦指標を通じて経済的価値と
社会的価値を創造し、両立することで

地域社会の発展に取り組んでまいります。
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